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 かくして、これらのものが一つの報告書としてまとめられたものが、水路軍機第 631 号の昭和







いたようである。この室戸台風の高潮調査のことはNomitsu 1935 (1) に出ているが、この論文は開
放性沿岸の高潮の理論解析で具体的な調査結果は出ていない。室戸台風は、室戸岬から神戸・大阪・
京都そして琵琶湖を通過したため、琵琶湖にも数十 cm の高潮と 2m 近い高波、顕著なセイシュが














ようというものであった。実際、昭和 8 年から同 17 年の 10 年間の各層観測資料は 30,000 点を超え
るという（日本水路史 1971）。この一斉観測等で多くの注目すべき成果が上がったが、中でも注目
されたのは、軍機保護法のもと秘密水路雑書「海象彙報」第一号（1937）で発表された日本近海に








































中宮氏は、昭和 27 年 9 月の明神礁噴火による測量船第五海洋丸遭難で殉職された。当時 41 歳で、
海象課長として田山利三郎測量課長とともに現場調査に乗船していたのであった。日本水路史 1971
によれば、昭和 22 年 10 月に松崎卓一氏の後の海象課長になっているので、松崎氏とそれほど年次
差はなく、遭難されなければ戦後の海洋学発展に寄与されたに違いない。ちなみに鳥羽先生(2010)
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